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まちの将来像（８年後の町の姿・キャッチコピー策定に向けて）

6月８日 ６次総策定主任者会議

●キーワード
・生きる力（活きた教育で郷土愛をはぐぐむ）
・活きる力、活かす力
・スマート行政、サポート行政（町民参画・自立型のまちをサポート）
・地方自治から地元自治へ
・見た目は田舎、中身はハイテク（田舎の街のいいとこどり）
・いいとこそのまま
・元気な高齢者
・地域の個性や伝統
・兼業農家、専業農家
・素直で健全な子ども
・子育て環境
・町のよいところの持続
・テクノロジーを駆使
・白川町ならではの個性
・持続可能なまちに
・自分らしく、個性を活かせるまち



●まちの将来像（案）

・みんなでつくる、個性と活力があふれるまち、白川町
・暮らしと産業が調和する、生きる力を育むまち
・協働でつくる、白川町のいいとこ、そのまま活かすまち
・自然環境との調和、人と未来にやさしいまち、白川町
・人と自然が共生する社会、生きる力を育む白川町
・活きる力をかたちに、進化するまち、白川町
・人、自然、産業、伝統文化、テクノロジーを活かすまち白川町

「活力」をカタチに
みんなの思いが 活きる 繋がる 広がるまち

白川町

白川町にあるモノやコトやヒトに、しっかりと目を向け、大切にしたい。今あるものは過去の歴史からの積み上げであ
り、今までで培ってきたものを、これからの未来に活かしていく。モノ、コト、ヒト全てをまちの力に変える。
土台がしっかりとある地域だからこそ使える言葉「活」「活かす」「活きる」を将来像や目標に使っていきたいと思い

ます。
過去・現在・未来をつなげて、いつまでも住み続けたい、住んでみたいと思える白川町にしたいです。



・交流
・協働

移住者・定住者支援

・移住・定住支援体制と環境整備
（農園付きコテージ、移住体験住宅）
・ふるさと難民の受け入れ
・空き家リノベーションし、移住者支援
・田舎暮らしを可視化させ、わかりやすいＰＲを行う

地域コミュ二ティ活動の推
進

・地域や自治会が自分たちの地域を守る
・助けが必要な人には適切な手助けをする
・住民同士の見守り、近所づきあい、人付き合い
・給食をみんなで食べる×高齢者など

地域間交流の推進 ・町内、町外、姉妹都市（イタリア・中国・宮古島）

関係人口・交流人口
・ブルーカラー層の誘致
・クリエイティブ層の誘致
・テレワークなど働きやすい環境を整備し、交流人口を増やす

【キーワード】人、つながる、交流、地域間コミュニティ、地域間交流、
住民同士の見守り、自助・公助、近所づきあい

【基本目標案】



・産業
・雇用
・地域内循環

自然資源の活用（地域資源）
・山林保全（区画整理、支援）
・里山の恵みを活かした商品開発など
・豊かな資源を活かした開発など（ゴルフ場、マウンテンリゾート）
・地産地消・地域資源でＤＩＹ

農林業の雇用創出、支援体制、
技術伝承

・農林業従事者の雇用創出、環境整備、技術継承、担い手育成

農業
・集落営農の活性化・営農型太陽光
・有機農業、東海で最大のオーガニック地域化
・自給自足率アップ
・耕作放棄地を生きた農地に変える

働き方改革・雇用創出 ・リモートオフィスの誘致・サテライトオフィスの開設
・在宅テレワーク

体験型商品開発
・地域の特性を生かした体験型ツアー（農林業、グリーンツーリズム、山林保全）
・キャンプ×特産品×収穫体験
・茶畑、佐見豆腐、みそ田楽などを自然の中で体験

観光振興（観光・商工）

・観光化できる強いコンテンツをキャンプ場に作成・冬の観光コンテンツ作成
・既存イベントの見直し、創造
・子どもから注目を集めるアクティビティ
・情報発信（ＳＮＳ活用等ＰＲ）、ブランディング強化
・駐車場を増やす
・遊休地の利活用（空地・空き店舗、農地、施設等）

町特産品の利活用と事業者支援、
新たな商品価値の創出

・白川町の湧き水を使った商品開発・ＰＲ
・商品パッケージ×地元クリエイター＝新たな価値
・地元の特産品の生産者・販売者に対する補助
・桑畑再生プロジェクト「白桑茶（しらくわちゃ）」

【キーワード】農林業再興と担い手育成、技術継承、地域資源を活かす、働き方改革、雇用創出、地域内循環、
サテライトオフィス、自給自足、豊かな土壌

【基本目標案】



・安心
・生きがい
・活躍
・子育て
・健康

居心地がよく住み続けられる

・安心して住める場所・居場所・帰る場所
・不便だけど居心地が良い
・温かくて穏やかなまち
・災害が少なく気候もちょうどいい。
・衣食住が地域で完結できる
・かげかえのないまち

チャレンジしている人が多い町

・挑戦できる・参画できる町
・まちをもっと知りたい
・若者の事業をチャレンジ
・まちのために何かをやりたい人が多い・やりたいことができる町
・地域に関わり続けることのできるまち（生きがい、おりがい）
・ビジネスモデルコンペ（関係人口、やりがい創出）

子育てしやすいまち

・婚活から結婚、出産、育児までをサポート
・働く場所、働きやすい環境創出
・母親任せにしない子育て
・三世代住居への手厚い補助
・出生数を保つための整備
・子どもは地域の宝物

白川町の特性 ・団塊世代が元気なまち・６５歳は高齢者じゃない。
・元気に１００歳

高齢者の活用・活躍
・町高齢化を逆手・高齢者を活用して企業とタイアップ
・高齢者の新たな活躍の場が整備
・子ども達に伝えていく地域教育
・サークル・クラブ活動促進で生きがい・交流創出

健康促進・介護予防
・元気な高齢者が増えて医療費削減
・地域包括ケア
・ＰＰＫ（ピンピンコロリ）
・介護ロボットの利用

【キーワード】いきがい、おりがい、活躍の場、生涯現役、挑戦・活躍できるまち、子育て環境が整ったまち、居場所、
安心、PPK

【基本目標案】



・安心
・安全
・便利
・防災

住みやすい町（環境整備）

・土地の利活用、ネット環境整備、移動販売（日用品、行政機能）
・住宅の整備、負担軽減（公職や自治体の削減と統一）
・町営住宅の活かし方
・安心、安全に過ごせるまちづくり
・動くインフラ
・分譲地をつくる
・空き地対策・有効活用
・ネット環境の整備

インフラ

・地域の足充実、公共交通を維持し続ける仕組み
・リニアの駅から白川町までをつなぐ
・コンパクトシティ（生活環境の統合）
・産直場チャオの移動販売→生活環境整備

先端技術×〇〇
・スマート農業（ＡＩ、ドローン技術活用）
・電子化、ＩＯＴ、ドローンを活用し生活の質向上
・ネットリテラシー向上、タブレット活用制度（教育、見守り、防災）

【キーワード】住みやすい環境、移動販売、インフラ整備、公共交通利便性向上、先端技術、
無駄を省いて負担軽減、スマート農業、土地の利活用

【基本目標案】



・歴史
・文化
・教育

生涯学習、スポーツの充実
・基礎体力がつき強い体が育つ
・友達の家まで距離があり自転車で移動することにより筋力、行動力がつく
・食育・自然のなかでいろいろな力が身につく

未来を担う子ども達の育成

・健康に関する教育（運動、食、歯）
・少人数だからこその手厚いサポート制度
・小中学校の統合
・少数による弊害をなくす・複式学級をなくし学年毎の教育の質を高める
・進学のための支援制度の拡充・子どもへの支援制度の拡充
・三世代同居が多いため助け合いや先人の知恵などが自然と身につく
・生きる力を養う・未来を切り開く力を養える・自分で考える学べる教育
・お金（経済）の教育を子どものころから実施
・子ども達と関わる世代が多く生きる力（生き抜く力）が養われる

郷土愛

・ふるさと愛が育まれる・愛着
・ふるさととして誇りに思える
・白川町の子ども達が戻って来て働いてほしい
・物の豊かさではなく心の豊かさを住み続けていて誇りに思う
・地域資源を活用した授業・幅広い世代で地域教育・子どもを地域で育てる

伝統文化 ・祭りや伝統行事があり、つながりや共に何かをする場がある
・伝統芸能の継承（地歌舞伎、祭りなど）

地域で育てる
・健全、素直な子が多い
・各地域の特性を白川町全体で育てる

【キーワード】郷土愛、地域教育、少人数サポート、生きる力、考える力、地域行事、
伝統文化の継承、未来を切り開く力、心の豊かさ、地域で育てる

【基本目標案】



町の未来を考えるアイデア （町民サロン楽しい会議とりまとめ）

１．環境保全に関するアイデア

２．人口・定住に関するアイデア

３．健康に関すること

４．持続可能な暮らしに関するアイデア

５．子どもに関するアイデア

６．観光・交流人口のアイデア

７．行政に関するアイデア

８．地域に関するアイデア

自然を守る＝暮らしを守る町

暮らす人を大切にする町

健康寿命日本一の町

持続可能な暮らしが出来る町

子ども達が親になった時、ここで子育てしたいと思える町

自然いっぱい、そのままの暮らしが魅力の町

一人一人が当事者意識を持って関わる町

地域の個性を生かして共生する町



白川町と
自分の関係 地域の個性 子ども

農と食 8年後目指す姿
（理想） 環境保全×経済

高齢者 行政・公共交通 観光・交流人口

町の将来像と基本目標（主任者ワークショップ資料）


